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取 組 事 例 名 『進路実現に向けた授業向上のルーブリック指標の作成』 

取 組 の ね ら い『キーワード：クラス全員でめざす姿をつくる』 

 

・ 1 年生の進路学習の一環として，授業を大切にすることが進路実現につながることを生徒に促し， 

生徒自身がルーブリックの作成を通して主体的によりよい授業をつくろうとする意欲を育成する。 

 

取組の具体的内容『キーワード：生徒が考える』 

 

・ 高校入試の調査書などの仕組みについて事前に学習を行い，1 年生の成績も大切であることを認識 

させた。そこで評価表をもとに成績はテストの点数だけではなく，提出物や授業態度なども評価の対 

象であることを認識させた。 

・ 個人，クラスで向上に向けて取組めることとして授業態度に焦点を絞り，「自分たちが考える望ま 

しい授業とは」について生徒が発表した。 

 

 

取組の課題・創意工夫『キーワード：成長４段階』 

 

・ 生徒が発表した望ましい授業について「ＳＡＢＣ」の 

４段階に分類し，ルーブリックの作成に取り組んだ。 

・ 生徒自身が分類することで，より具体的に自分たちの 

姿を見つめさせ，またクラスとして授業に対する共通の 

価値観をもたせることをねらった。 

・ 各クラスで作成後に学年として統一したルーブリックを 

代表委員会を活用して作成した。また，作成したものを 

学年集会で代表委員が 1 年生に伝えた。 

 

取組の成果（効果）『キーワード：客観的に』 

 

・ 授業態度の具体的な姿等を４段階に分類したルーブリックを作成したことで，生徒自身が自分や 

クラスの状況を自主的に客観的に評価できるようになった。また，ルーブリックをもとに，教員とと 

もに授業を振り返ることができ，授業態度の向上に向けて課題や成果を共有して取り組むことができ

た。
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今 後 の 展 開『キーワード：様々な場面で』 

・ これまでも「文化祭での合唱コンクールに向け   

て」等，ルーブリックの作成に取り組んできた。 

 今後は，さらに生徒が主体的に取り組めるように 

 生徒会活動などでもルーブリックを作成し，生徒 

 自身が学校をよりよくしようとする意識や行動 

を育成していきたい。 

・ ２年生では，「時間を守る」について生活委員 

会，「挨拶」について代表委員会，「授業態度」に 

ついて学習委員会が同様にルーブリックを作成 

していく予定である。 

 

他校へのアドバイス『キーワード：自治的活動の充実』 

・ 本校では，教員主導の指導から生徒の自治的活動による学校生活の向上に移行したいと取り組ん 

 でいます。本校生徒は，エネルギーがあることを生かし，生徒自らが考え，行動する場面を生徒とと 

もに作り出して達成感，充実感を持たせていくことが学校の安定につながると考えています。 

 

 


